Circulation of old Mei tu 美圖 Tales in Hu nan 湖南 District from the late Qing Dynasty 清朝 the early Period of Zhong hua min guo 中華民國 -Wu mei tu 『五美圖』、 Hou wu mei tu 『後五美圖』、 Qi mei tu 『七美圖』 - by 岩田 和子
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清末民初 「美圖」 故事説唱の流通




















1. 1.  弾詞「美圖」故事形成の背景
胡士瑩編 『弾詞寶巻書目』 2）、譚正璧・譚尋編 『弾詞叙録』 3）、盛志梅著 『清
代弾詞研究』 付録 「弾詞知見綜録」 4） を見ると、弾詞 「美圖」 故事には、『三
美圖縁』、『四美圖傳』 （即 「想当然」 後集）、『六美圖』、『六美圖』 （一名 「中外
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縁」）、『七美圖』 （一名 「雙珠印」）、『八美圖』 （一名 「武八美」）、『八美圖』 （唐伯
虎の話で 「武八美」 と区別される）、『九美圖』、『九美圖』 （一名 「映陝樓」）、『十美





































「十美圖」 に大勢の女性は描かれるが、弾詞 「美圖」 故事のような主人公が十
人の女性と大団円を迎えるという展開とは大きく異なる。
次に、書名はやや異なるが、清の道光二年 （1882） に寄生氏が序を著して刊































たことが挙げられるだろう。また、先に挙げた小説 『十美圖』 は弾詞では 『何
必西廂』 という題名で広まり、小説 『五美縁』 は弾詞では 『雕龍宝扇』 という




1. 2.  他地域説唱文芸への影響
同治 7 年 （1868） に江蘇巡撫丁日昌が実施した大規模な禁書によって、これ


















その他にも木魚書 『六美圖』 15）、寶巻 『七美圖』 16）、『十美圖』 17）、潮州歌






2. 1.  湖南における説唱本出版の隆盛
清代に坊刻本が発展した地域について 「三個半」 という呼び方がある。ひと
つが四川の成都、ひとつが福建の建陽、ひとつが江西の撫州、湖南の寶慶が

















條街，有書舖數十家。（同治年間、寶慶府皇恩寺 （今の邵陽市西區長新街） には 『十
月飄』 『三姑記』 『三元記』 『孟姜女』 などの調子書と 『五美圖』 『彭玉麟私訪廣東』 など
通俗唱本を専売する通りが形成され、書肆は数十軒に上った）」 24） とあり、同治年間
には湖南の寶慶府の書肆で 「美圖」 故事説唱のひとつ 『五美圖』 が販売されて
いたことが分かる。
2. 2．湖南説唱本「美圖」故事の種類








30） と、実に数多くの 「美圖」 故事の存在が確認された。このうち、『八美圖』





上演される時は、『白骨塔』 （三美圖）、『絲帯記』 （四美圖）、『龍袍記』 （九美圖）、






　 巻首題 封面題 刊記 所蔵箇所
① 新抄五美圖 新康渡 / 五美圖 / 新抄 / 真本洪蘭桂中状






新康渡 / 五美圖 / 新抄 / 真本洪蘭桂中状










新康渡 / 五美團圓 【挿図あり】 / 新刻 /













民國辛未年新刻 / 五美圖 / 李小姐會文許











新康渡 / 五美圖 / 新抄 / 槽坊打酒許婚　






　 巻首題 封面題 刊記 所蔵箇所
⑧ 新抄後五美圖
抄洗何坤全部
抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花








抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花














抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花






抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花









抄何坤 / 後五美 / 新刻 / 洪蘭桂報仇　火焚花






後五美圖 / 新刻 / 幼主私訪桂花城　藍桂奏












小説 『五美縁』 を元にする弾詞 『雕龍宝扇』 の存在との因果関係は不明だ
が、一章で挙げた弾詞 「美圖」 故事作品群を見ると、弾詞には 「五美」 と名付
く 『五美圖』 が無い。興味深いことに、その江南地域の間隙を突くように、湖




　 巻首題 封面題 刊記 所蔵箇所
⑮ 新刻烏江
渡全部
民國乙丑年新刻 / 七美圖 / 烏江渡清官滅寇


























民國乙丑年新刻 / 七美圖 / 烏江渡清官滅寇







民國丙寅年新刻 / 烏江渡 / 小清官私訪南京


































3. 1.  湖南人のための「美圖」故事説唱


































物が水路で湖南を経由する時に出てくる地名 「新康」 「喬口 （現湖南省長沙市望












流され、蘆林潭の前で船を泊めた）」 などである。実際の位置関係を圖 1 の地図で
見ると、長沙から洞庭湖へ湖南省を南北に抜ける湘江が物語の基軸となってい
ることが分かる。光緒三十四年 （1908） の 1 里が 576 メートルだとすると 32）、



















3. 1. 2.  物語の展開を支える湖南人
『七美圖』 は、『五美圖』 の冒頭で協辦大学士の劉統勛と共に一回だけ登場し
た 「東閣大学士の喩文榜」 （表⑱⑲は 「兪文榜」、⑳は 「余文榜」 と記される） と
「九門提督の郭文挙」 を主人公に据え、時代は 『五美圖』 より約 30 年前に設定
され、彼らの若かりし頃を描く。両作品の創作時期の前後関係は定かではない



































































3. 2.  「私訪」故事説唱ブームの影響
3. 2. 1.  「美圖」と「私訪」の融合




され、巡閲のための 「上皇剣」 （切り捨て御免の尚方寶剣）、「先斬後奏」 （先に刑
を執行した後に奏上する） の特権、「三千人馬」 を賜り、変装して民情調査に出
























た 「私訪」 故事と 「美圖」 故事との融合は、江南地域の弾詞のそれとは異なる
意味があったと考えられる。
3. 2. 2.  「美圖」の仮面を被った「私訪」故事
その湖南の説唱文芸における 「私訪」 と 「美圖」 の融合の特異性は、『五美
圖』 の続編として編まれた 『後五美圖』 にみえる一つの現象からもうかがい知
ることができる。
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ように、『後五美圖』 の話題の中心は何坤の悪行と嘉慶帝による 「私訪」 であ
り、またこの物語が乾隆期の奸臣和珅に関する様々な逸話を下敷きにしている










無く、実際のところ 「私訪」 故事だったのである。「美圖」 故事 『五美圖』 の
続編は 「私訪」 故事 『後五美圖』 であった。ここからも、湖南説唱本の出版活






















は存在しない題名の 『五美圖』 は、続編 『後五美圖』 が創られるほど湖南で堅






に挙げる 『湖南唱本提要』 でも 「美圖」 故事を 「評話」 「弾詞」 などに分け、不規
則である。また 「一百五十種湖南唱本書録」 では 「美図」 故事版本については 「説
唱」 と大きく分類する。
2） 上海：古典文学出版社 1957 年
3） 上海：上海古籍出版社 1981 年
4） 済南：斉魯書社 2008 年、263-479 頁
5） 筆者が実際に内容を把握できているのは 『六美圖』 『七美圖』 『八美圖』 『九美圖』
『十美圖』 である。
6） 張潮 『虞初新志』 巻十三 「補張霊崔鶯合伝」 （『古本小説集成』 上海：上海古籍出
版社 1994 年、上海図書館蔵康熙刻本影印）。
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7） 石昌渝主編 『中国古代小説総目・白話巻』 （太原：山西教育出版社 2004 年、335
頁） 「十美圖」 の施雨田氏による解説に 「『小説考証』 続編巻五には 『花朝生筆記』






8） 『古本小説集成』 第一輯所収 『五美縁傳』 の前言で黄毅氏は、乾隆年間、文字の





9） 前掲注 7 『中国古代小説総目』 400-402 頁参照。『古本小説集成』 第四輯所収
10） 前掲注 7 『中国古代小説総目』 404-405 頁の 『五美縁』 の解説に書かれた韋鳳娟
氏による指摘。
11） 磯部祐子 「中国才子佳人小説の影響―馬琴の場合―」 『高岡短期大学紀要』 第 18
巻 2003 年 3 月、223-233 頁
12） 『弾詞叙録』 によると寶巻にも同名で同内容の故事があり、また陝南道情 『雄黄
剣』 も登場人物を同じくすると記される。その他、筆者の調査で湖南説唱本にも
関連故事 『新刻雕龍扇五美縁全部』 （長沙：誠興堂刻本、封面には 「斬妖記雕龍扇」
と書かれる。早稲田大学中央図書館、大木氏所蔵） があることが分かった。
13） 車錫倫 「清同治江蘇査禁“小本唱片目”考述」 『揚州大学学報 （人文社会科学
版）』 1992 年 02 期、丁淑梅 「丁日昌設局禁書禁戯論」 『陝西師範大学学報 （哲学社
会科学版）』 第 40 巻第 1 期 2011 年など参照
14） 張希舜・濮文起等主編 『寶巻・初集』 第 38 巻 （太原 : 山西人民出版社 1994 年）
に光緒三十三年抄本が収められる。唐伯虎に既に八人の妻が居て、九人目の妻が
秋香という設定である。
15） 『木魚書目録』 119-120 頁参照
16） 『弾詞叙録』 「七美圖」 解説参照
17） 『弾詞叙録』 「十美圖」 解説参照
18） 『四美圖』 は 『稀見舊版曲藝曲本叢刊・潮州歌冊巻』 第二十七冊所収、『柳樹春
八美圖』 は同書第四十一冊所収。
19） 『弾詞叙録』 「十美圖」 解説参照
20） 江凌著 『清代両湖地区的出版業』 「第六章清代両湖地区的坊刻」、北京：中国書
籍出版社 2011 年 7 月、278 頁参照
21） 『中國曲藝志 湖南卷』 「綜述 明清以來的湖南曲藝」 8 頁、北京：新華出版社 1992
年
22） 前掲注 20 同書 「第三章 清代両湖地区造紙業、印刷業的発展」 106-107 頁参照
23） 前掲注 21 参照
清末民初 「美圖」 故事説唱の流通 （岩田）　〔69〕
24） 前掲注 21 同書 26 頁、「大事年表 清」 参照
25） 姚逸之・鍾貢勛述 『湖南唱本提要』 國立中山大學語言歴史研究所 1929 年 3 月、
張繼光 「一百五十種湖南唱本書録」 『中国文哲研究通訊』 第八巻・第二輯 （1998 年
6 月） 111-142 頁がある。
26） 『新刻白骨塔全部』 長沙刻本 （封面に 「三美圖」 とある。湖南図、首都図、上図、
中山大所蔵） 『新刻白骨塔全本』 洪江・豊泰新堂刻本 （中山大所蔵）
27） 『新抄賢關鎮侯美容焚香絲帯記』 黄三元堂刻本 （封面に 「四美圖」 とある。國圖、
湖南圖、復旦、上圖、早大演博所蔵） その他、武攸：大林福記刻本、洪江：豊泰
新堂刻本 （共に上圖所蔵） がある。
28） 『新刻綃様八美全圖』 全文堂刻本、『新刻繍像八美圖』 文順堂刻本 （封面にも 「八
美圖」 とある。共に上圖所蔵）
29） 『新刻龍袍記九美圖上部』 中湘：三元堂刻本 （封面にも 「九美圖」 とある。國圖、
湖南圖、上圖、早大演博所蔵）
30） 『新刻十美圖』 永州：文順慶記刻本 （封面にも 「十美圖」 とある。上圖所蔵）
31） 前掲注 21 同書 「伝統曲目 （書目） 表」 117-206 頁参照
32） 楊生民 「中国里的長度演変考」 『中国経済史研究』 第 1 期 2005 年は 『清朝続文
献通考』 巻 191 「楽考・度量衡」 を引いて 「清光绪 34 年（1908 年）重定度量衡时
明确规定里制为 :“五尺为一步 , 二步为一丈 ,十丈为一引 ,十八引为一里。”在“新
制说略”中指出 :“长短度分为两种 : 一曰尺度 , 以尺为单位 , 所以度寻之长短也。
一曰里制 , 以一千八百尺为一里 , 用以计道路之长短也。里制即积尺制而成。盖道
里甚长 , 若仅以尺计 , 则诸多不便 , 故必别为里制。”这里把尺制、里制作为基本长
度单位列出 , 在当时是有新意的。据上述清光绪末年所立里制可知 : 一里为营造尺
1800 尺。营造尺一尺等于 0132 米 , 所以 1800 尺 , 等于 576 米」 と述べる。
33） 拙論 「清末民初湖南における 「私訪」 故事説唱の流通」 『日本中国学会報』 第






Tit le: Circulation of old Mei tu 美圖 Tales in Hu nan 湖南 District from the late 
Qing Dynasty 清朝 to the early Period of Zhong hua min guo 中華民國―Wu 
mei tu 『五美圖』、Hou wu mei tu 『後五美圖』、Qi mei tu 『七美圖』 ―
摘　要：嘉慶、道光年代在江南一帶流行以彈詞《六美圖》、《七美圖》、《八美
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圖》、《九美圖》等為主的“美圖”故事。其中幾個故事在清末民初時期廣泛
流傳于其他說唱文藝 （如：寶卷、木魚書、潮州歌等） 之中，尤其在湖南
唱本里產生了其他地區未有“美圖”故事的出版潮流。本論文通過考察以
《五美圖》、《後五美圖》、《七美圖》為主的幾個故事，探求其發生的背景及
原因，發現唱本出版事業在當時湖南一帶商業活動之中已確立其特有地位，
並明確了這些故事是湖南人為湖南人而編寫，在內容和形式上也融化了當
年在湖南流行的“私訪”故事，實現了湖南化。由此可知以上現象是出版、
流通《美圖》故事的脊柱，支撐說唱文藝之中多綵多樣的《美圖》故事的
母體。
関鍵詞：湖南　唱本　美圖故事　私訪故事　說唱彈詞
